
 

 

    

  

い ち し Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ 
ニ  ュ  ー  ス 

 ８月４日（日）恒例のいちし夏まつりがとことめの里一志で開催されました。 

 今年も例年と変わらない暑さの中、多くの方が来場されました。 

 今年の盆踊りは、津のまち音頭や一志音頭だけでなく、令和音頭やダンシングヒーローなどもあ

り、太鼓のリズムに合わせてみなさん元気に踊られていました。 

 各踊りの間には、フラダンス、小学生によるチアダンスやキッズダンス、一志学園による軽音楽の

演奏や景品の抽選会があり大いに盛り上がりました。 

 最後は花火で夏の一夜を締めくくりました。 

各地で賑わう夏祭り！ （一志地域） 
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一志音頭をはじめとした盆踊りに多くの 

参加者が、太鼓に合わせてにこやかに踊って

います！ 

フラダンスの動きに

興味津々！ 

大勢の方が見守る大抽選会！ 

夜空に舞う花火！ 

各地で熱い夏祭りが開催されました！ 

お菓子、下さいな！ 

小学生のかわいい 

パフォーマンス！ 

一志学園の生徒による

元気なステージ！ 



    

フレイルって何？ 

 7月１９日（金）一志高岡公民館で、市民健康講座と

して、三重県栄養士会による「フレイルとは何かを知っ

て,介護予防!!」が開催されました。 

 少しでも健康寿命を長くし、楽しい人生を送れるため

に、フレイルとは何か？健康長寿にな

るためにどうしたら良いのか？などの

話に参加者は耳を傾けていました。 

 また、終了後には体組成計を使用し

た筋肉や血流の測定、栄養指導もあ

り、熱心に聞き入っていました。 

今年の夏は、デイキャンプ 

 ６月２９日（土）大井キッズクラブ主催のデイキャ

ンプが、旧大井小学校で実施されました。 

 約１００名の親子が参

加し、飯ごう炊飯の体験

のほか体育館、グラウン

ドで所狭しと花火やゲー

ムに興じました。 

 

  

快進撃！！ 一志中学校  

卓球男子シングルスで 
２年連続優勝の佐野和輝選手 

７月にサオリ―ナをはじめ市内各地で開催された津市中学校夏季総合体育大会において、バドミントン男子シン

グルスの 上村 匠 選手、卓球男子シングルスの 佐野 和輝 選手が見事優勝しました。また、３競技で県大会へ出場

し、特に卓球競技では、男子の佐野選手、女子の奥村、平岡両選手が東海大会への出場を果たすなど快進撃をみせま

した。 

 一方、７月下旬に三重交通Gスポーツの

杜伊勢陸上競技場で行われました全日本中

学校通信陸上競技三重大会においては、低

学年女子４×１００ｍR及び１年女子１０

０ｍの木嶋選手が東海大会への出場を決め

ました｡ 。 

女子 １年100m ２位 木嶋 鈴（東海大会出場） 

女子 低学年4×100mR ５位（東海大会出場） 

    （前山莉緒,木嶋 鈴,井山はる佳,吉岡万桜） 

女子 三段跳び  ７位 笠井 柚芽 

女子 走高跳び  ７位 吉岡 万桜  

●サッカー ３位 

●女子バレーボール ３位 

●卓球男子 団体３位 

シングルス 優勝【２年連続優勝】佐野 和輝 

   （県大会３位、東海大会出場） 

●卓球女子 団体３位 

シングルス ３位 奥村 菜由 

   （県大会３位、東海大会出場) 

   ベスト８  平岡 真歩（県大会ベスト16、東海大会出場） 

   ベスト８  村重 優姫乃(県大会出場) 

●バドミントン男子 団体（県大会出場） 

シングルス 優勝 上村 匠（県大会出場） 

         田邊 怜央（県大会出場） 

ダブルス 垣内 勇希・山﨑 稔己ペア（県大会出場） 

●バドミントン女子 団体３位（県大会出場） 

シングルス 友岡 煌（県大会出場） 

ダブルス 久保倉 愛莉・庄山 あずみペア（県大会出場） 

上永 真友子・田子 綺乃ペア（県大会出場） 

●剣道男子 個人 ベスト８ 東 福人（県大会ベスト16） 

●剣道女子 団体（県大会出場）  

津市中学校夏季総合体育大会 

子どもがえらぶ写真展 

 6月２３日（日）に、川合ふぇすた～第３回子どもがえら

ぶ写真展～がコミュニティプラザ川合で開かれました。 

 このイベントは、一生懸命作り上げた物を審査するという

子どもの経験の場、子どもの感性が見られる場を目的とし

て、小学生、園児ら子どもたちが審査員となって、好きな作

品を選びました。  

全日本中学校通信陸上競技三重大会 

バドミントン男子シングルス
で優勝した上村匠選手 

水道水を知ろう！ 

 ８月４日（日）三重県企業庁が県内の浄水場施設を同

時公開しました。 

 一志地域では高野浄水場を会場に開催され、たくさん

の来場者が施設の見学や水の飲み比べ、水を使った様々

な実験にチャレンジするなど、水道水

の事を学ぶ良い機会となりました。 

 

この作品に決～めた！ 



 ８月１日（木）一志地区地域懇談会が開催されました。 

 今回も、自治会連合会、ＰＴＡ、社会福祉協議会、民生

児童委員、まちづくり団体の代表者、さらに傍聴された一

般参加者の方々から様々なご意見、ご要望を直接市長が聞

き取りました。 

 地域懇談会で出た意見や要望は、全庁的に整理、検討

し、できる限り早期に解決できるように取り組んでいきま

す。 

みなさんの意見をお聞かせください！ 

空き家情報バンクへご登録ください！ 

 津市では、空き家の賃貸・売却を希望する所有者からいただいた物件情報を登録し、その情報を 

賃借・購入を希望する人へ提供する「空き家情報バンク」を運用しています。 

市内に空き家を持つ人で賃貸・売却を希望される場合は、ぜひご登録ください。 

 また、すでに登録いただいた空き家を公開しておりますので、賃借・購入を希望する人も 

ぜひご活用ください。 

     

       問い合わせ 都市政策課 ☎229-3290   

         11月10日（日） 一志町ふれあいまつり  場所：一志庁舎ほか 

           「講演会や餅つき、バザーなどたくさんのイベントがありますよ！」 

 

 

            一志町内の文化祭 

 

     10月2６日(土) 場所：川合文化会館 

     11月  2日(土)～  3日(日) 場所：一志高岡公民館 

     11月  3日(日)～  4日(月) 場所：波瀬公民館 

     11月  9日(土)～1０日(日) 場所：川合公民館 

     11月17日(日) 場所：大井公民館 

 

     コスモスの見ごろ １１月初旬  場所：とことめの里一志南側 

 

     

これからの主な予定！ 

 家族で楽しめるイベント、つ・環境フェスタが開催されます。 

と き：11月4日（月・祝）10：00～15：00 

ところ：メッセウイング・みえ 

 環境をテーマとした展示や体験で、地産地消のフードコートのほか、おもちゃ

のかえっこやごみ収集車の乗車体験ができます。 

 ぜひ、ご家族そろってご来場ください！ 

      問い合わせ 環境政策課 ☎229-3212 

つ・環境フェスタ開催のお知らせ！ 

おもちゃのかえっこ 



 

シリーズ 地域の名所旧跡 ・・・その⑬ 

庄村 波多神社 （庄村地区） 

（庄村波多神社の全景） （本 殿） （子安天神） 

 いつの頃からか、この社は朝明神祠（あさけのほこら）と言われ、神明社に大日孁尊（おおひるめのみこ

と ※天照大御神のこと）をお祀りしていました。1347年（貞和3年）6月の朝明川（雲出川）の洪水の時、

上流より流れてきた竹の皮に包まれたものが里人の網にかかり、よく見ると少彦名命（すくなひこなのみこ

と）だったので、村でお祀りすることになりました。霊験あらたかなこの神様に祈れば、腹帯を結ばなくて

も安産出来たので、子安天神と呼ぶようになりました。それ以来、同じ大きさの社を二つ建て、左に大日孁

尊をお祀りする神明社、右に少彦名命をお祀りする子安天神社を並べお祀りしてきました。 

 国司北畠氏も厚く信仰し、社殿などを建立し社領50石を寄進しましたが、天正の兵乱（織田信長の伊勢侵

攻）後に没収されました。1594年（文禄3年）の検地の際に稲葉兵庫守は、社領として未開墾地を寄進しま

した。 

 1887年（明治20年）神明社に子安天神社を合祀して1社とし、1890年（明治23年）に名称を村社波多神社

と改称しました。1917年（大正6年）、其村の村社八柱（やはしら）神社をはじめ、地区内の大小祠をすべ

て合祀し現在に至っています。 

 また、社殿前には、1774年（安永3年）銘の常夜燈、1698年（元禄11年）銘の鳥居の一部があります。 

 （引用主要文献「一志町史」） 

  <天神様と松の木> 

 庄村地区には松の木が一本もありません。これは、昔から庄村の氏神である子安天神の縁起をめぐる次の

ような伝説があるからです。 

 1347年の洪水時、竹の皮に包まれたものは庄村の西北にある椿淵の松の枝に何度もつたい上がろうとし

ましたが、松は無常にもそれを寄せ付けませんでした。この包みはその後里人の網にかかり、中からあらわ

れた天神様を里人たちが大切に祀ったところ、一夜のうちに椿淵の松はすべて枯れ朽ちました。 

 以後、庄村では不思議なことに松の木が生えなくなり、また村人が竹皮の草履をはけば必ず足を痛め苦し

むといわれるようになりました。 

 このことが「昔々椿淵の松が天神様につれなくして、その危機を救われなかったことが神の怒りにふれて

松は一夜にして枯死した。」という伝説となり、神慮を恐れ慎むという心情と結びつき、この地に松を植え

てはいけないという習俗となって今も受け継がれているようです。 

一志町歴史語り部の会からのお知らせ 

 

         一志町歴史語り部の会は、みなさんに一志のことを知ってもらう 

        ために、様々な企画を行っています。 

         11月15日（金）語り部さんと歩こう「万葉のさと一志町」 

          「日置荘・平楽寺の五智如来と松の木のない里」 

       初瀬街道・八太宿、天神様と松の木のない里（伝説）を散策し、空海の創立と 

      伝えられる平楽寺五智堂の「五智如来」と約３００年前に作成されたと言われる 

      「熊野歓心十界曼荼羅」を特別拝観します。 

        受付時間：午前９時から９時１５分   集合場所：一志総合支所 

        定  員：100名  参加費：200円 

    申し込みは電話となりますので、293-3008（一志総合支所地域振興課）までご連絡下さい。 

        ※ 雨天決行（荒天の場合は中止になります） 


